
広報 

2005.9.1発行

お知らせ

13 12

Ｍ
典
「
２
会
場
の
花
火
大
会
。
盆

踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ

ん
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
、
ひ
と
つ

に
な
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
」

川
卓
「
本
当
に
い
い
ま
つ
り
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
花
火
も
最
高
で

し
た
。
私
た
ち
は
カ
メ
ラ
を
片
手

に
、
浴
衣
姿
の
カ
ッ
プ
ル
を
う
ら

や
ま
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
、
写

真
、
写
真
、
写
真
の
夏
で
し
た
ね
」

Ｍ
典
「
ほ
ん
と
う
ら
や
ま
し
か
っ

た
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

撮
れ
た
の
で
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
分
に

な
れ
ま
し
た
よ
。
あ
と
ハ
ッ
ピ
ー

と
い
え
ば
、
加
地
亮
選
手
が
イ
ラ

ン
戦
で
代
表
初
ゴ
ー
ル
決
め
ま
し

た
ね
。
入
っ
た
瞬
間
、
自
分
が
決

め
た
か
の
よ
う
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
」

川
卓
「
加
地
選
手
の
サ
ッ
カ
ー
だ

け
で
じ
ゃ
な
く
、
野
球
や
柔
道
、

バ
レ
ー
、
陸
上
、
相
撲
な
ど
南
あ

わ
じ
市
か
ら
全
国
で
活
躍
す
る
若

者
が
多
く
い
ま
す
。
本
人
の
努
力

の
成
果
も
あ
り
ま
す
が
、
指
導
者

の
力
も
大
い
に
関
係
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

Ｍ
典
「
そ
う
で
す
ね
。
僕
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
き
指
導

者
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

川
卓
「
何
の
？
」

M
典
「
人
生
の
・
・
・
」

     

ら
か
室
集
編

◆
第
36
回
兵
庫
県
学
童
軟
式
野
球

大
会
（
７
月
23
〜
24
日
・
小
野
市
）

　

松
帆
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
準
優

勝
。
８
月
27
〜
28
日
に
京
都
で
開

催
さ
れ
た
近
畿
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

◆
第
４
回
緑
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ア

ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
（
７
月

24
日
・
広
田
小
・
中
学
校
体
育
館
）

①
中
田
②
安
住
寺
③
広
田
上
③
市

場◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
子
ど
も
会

親
善
球
技
大
会
（
７
月
31
日
・
三

原
健
康
広
場
）

①
八
木
②
西
淡
Ｃ
③
広
田
Ａ
③

広
田
Ｂ

◆
第
32
回
三
原
地
域
ふ
れ
あ
い
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
８
月
７
日
・

三
原
健
康
広
場
ほ
か
）

【
１
部
】
①
上
幡
多
②
大
榎
列
③

市
え
び
す
③
大
久
保

【
２
部
】
①
青
木
②
入
田
③
福
永

き
り
ん
③
徳
長

◆
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
２
０
０
５
（
８
月
15

日
〜
21
日
・
タ
イ
・
パ
タ
ヤ
ビ
ー
チ
）

個
人
ベ
ス
ト
８
＝
薮
田
恵
士
（
賀
集
）

◆
第
19
回
南
淡
路
招
待
サ
ッ
カ
ー

大
会
（
８
月
21
日
〜
22
日
・
国
立

淡
路
青
年
の
家
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
高
石
中
央
②
西
須
磨
、
ベ
ス
ト

８
＝
南
淡
路
・
賀
集

◆
西
淡
将
棋
大
会
（
７
月
17
日
・

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

【
有
段
者
の
部
】
①
桝
田
悠
介
（
洲

本
市
）
②
広
岡
茂
（
神
代
）
③
坂

本
雅
彦
（
北
阿
万
）

【
一
般
の
部
】
①
柏
木
嘉
之
（
阿

那
賀
）
②
水
本
善
皓
（
洲
本
市
）

③
奥
村
弘
道
（
洲
本
市
）

◆
第
１
回
カ
ブ
ト
ム
シ
Ｋ
１
グ
ラ

ン
プ
リ
（
７
月
27
日
・
松
帆
活
性

化
セ
ン
タ
ー
）

※
〔　

〕
は
カ
ブ
ト
ム
シ
名

①
池
田
隼
人
（
八
木
小
）〔
ハ
ヤ

ト
山
〕
②
井
上
裕
介
（
松
帆
小
）

〔
ユ
ウ
ス
ケ
山
〕
③
土
井
翔
平
（
八

木
小
）〔
シ
ョ
ウ
ヘ
イ
カ
ブ
ト
山
〕

③
脇
本
理
子
（
神
代
小
）〔
リ
コ

の
宝
物
〕

◆
諭
鶴
羽
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
7

月
28
日
・
諭
鶴
羽
ダ
ム
）

①
ミ
ッ
キ
ー
チ
ー
ム
（
八
木
小
）

②
ワ
ク
ワ
ク
・
う
き
う
き
チ
ー
ム

（
神
代
小
）
③
福
小
（
福
良
小
）

◆
全
国
サ
ン
ド
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス

ト
（
７
月
30
日
・
慶
野
松
原
海
水

浴
場
）

【
最
優
秀
賞
】
三
原
高
校
美
術
部

【
優
秀
賞
】
洲
本
実
業
高
校
美
術

部
・
洲
本
高
校
美
術
部
・
広
田
中

学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
Ａ
・
ア
ン
パ

ン
マ
ン
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
・
河

内
の
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン

◆
南
あ
わ
じ
市
ポ
ン
プ
操
法
大
会

（
７
月
24
日
・
三
原
川
河
川
公
園
）

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】
①
灘
第
二
分

団
第
二
部
②
阿
万
特
設
分
団

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】
①
阿
万
第

一
分
団
第
三
部
②
賀
集
第
一
分
団

第
一
部

【
ポ
ン
プ
車
の
部
個
人
賞
】
指
揮

官
：
中
村
博
之
（
灘
第
二
分
団

第
二
部
）、
１
番
員
：
瀬
田
大
輔

（
同
）、２
番
員
：
奥
条
康
司（
同
）、

３
番
員
：
寺
坂
友
博
（
同
）、
４

番
員
：
松
下
友
孝
（
同
）、
居
内

秀
幸
（
八
木
第
二
分
団
）

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
個
人
賞
】
指

揮
官
：
森
西
昌
宏
（
阿
万
第
二
分

団
第
一
部
）、
１
番
員
：
船
本
靖

二
（
神
代
第
三
分
団
）、２
番
員
：

森
正
和
（
阿
万
第
一
分
団
第
三

部
）、
３
番
員
：
刑
部
尚
大
（
賀

集
第
一
分
団
第
一
部
）

● 

● 

●
ご 

案 

内
● 

● 

●

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
大
会

等
の
結
果
は
、
こ
の
欄
で
掲
載
し

ま
す
。

　

大
会
結
果
と
大
会
事
務
局
の
連

絡
先
を
秘
書
広
報
室
ま
で
Ｅ
メ
ー

ル
ま
は
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

F 

43
・
５
１
０
２
、
Ｅ
メ
ー

ル
：ko

u
h
o
u
_to
u
kei@

to
w
n
.

m
in
am
iaw
aji.h

yo
go
.jp

ス
ポ
ー
ツ
各
種
大
会
結
果  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

消
防
操
法

▲日ごろの練習の成果を披露（ポンプ操法大会）

文
化
・
そ
の
他　

▲準優勝の松帆少年野球クラブ

　救急の分野では「空白の５分間」とよく言われてい

ます。それは、救急隊が事故現場まで到着するまでの

平均時間で、なにも応急手当が実施されない時間。つ

まり『空白の時間』を言い表しています。

　近年では交通事情などによりだんだん遅くなり全国

平均６．３分です。淡路島での平均時間は７．６分で当

地域での特徴が現れています。

　この空白時間を埋めるためには、現場に居合わせた

人が心肺蘇生法等の応急手当を実施していただくこと

が救命に対して大きな効果があります。

　消防署では１１９番の通報

時、口頭で心肺蘇生法等の指

導を実施しています。応急手

当は習っていなくてもできま

す。心臓マッサージだけでも

効果はあります。

　さらに、消防署では、応急

手当の普及啓発活動を実施し

ています。『いざというとき、慌てず、落ち着いて、
応急手当』ができるよう指導しています。
　ホームページにも応急手当法を掲示しています。一

度ご覧ください。アドレス http://www.awaji119.jp/

９月９日は「救急の日」
９月４日（日）～９月 10日（土）は「救急医療週間」

淡路広域消防事務組合

土地取引の届出をお忘れなく！
　一定面積の土地取引をした場合、契約を締結した日か
ら起算して２週間以内に南あわじ市を経由して知事に届
け出なければなりません。（国土利用計画法に基づく届出制度）

 ●届出が必要な面積
　市街化区域　２，０００㎡以上
　市街化区域以外の都市計画区域　５，０００㎡以上
　都市計画区域以外の区域　１０，０００㎡以上

土地の先買い制度
　土地の先買い制度とは、県や市町などが都市の健全な
発展と秩序ある整備を促進するために、公有地の拡大の
推進に関する法律により、必要な土地を計画的に取得す
る制度のことです。（土地を譲渡する日の３週間前までに
届出してください）
●届出が必要な面積
　都市計画区域内の都市計画施設の区域内等の土地　　２００㎡以上
　都市計画区域外の都市計画施設の区域内の土地　　　２００㎡以上
　上記以外の都市計画区域内の土地で市街化区域内の土地

５，０００㎡以上　
　上記以外の都市計画区域内の土地で市街化調整区域等の土地

１０，０００㎡以上　

　また、地方公共団体等に対して、土地の買い取りを希
望される場合には、申出することができます。

●申出ができる面積
　都市計画区域内の土地　　２００㎡以上
　土地計画区域外の都市計画施設の区域内の土地　　２００㎡以上

◆問い合わせ　県庁土地対策室☎ 078-341-7711（内線
　4735・4739）、南あわじ市都市計画課　☎ 37-3016

　侵入者や車上ねらい、乗り物盗などの盗

難被害にあった自動車や原付自転車のうち、

無施錠率は、なんと８５％を占めています。

そこで南あわじ警察署では「カギかけ運動」

を推進中です。

　管内の盗難被害の大半は、無施錠を狙ったものが多

いことから、被害に合わないために次の点に注意しま

しょう。

　○少しの間でも駐車（輪）するときはカギを掛け、

　　ドアロック・ハンドルロックをしましょう

　○車内には貴重品やバッグなどを絶対に置かないよ

　　うにしましょう

　○自宅に駐車する時でも忘れず施錠を確認しましょ

　　う

　○家のカギ掛けも忘れずしましょう

　８月15日までに６件の交通死亡事故（う

ち、高齢者が半数）が発生し、これは過去

５年間で最悪のペースとなっています。

　これらの死亡事故原因の特徴は、

　○危機意識の希薄（安全不確認など）

　○交通モラルの低下（飲酒運転など）

となっています。

　ドライバーはもちろん、自転車や歩行者の方も十

分に注意して交通事故にあわないようにしましょう。

カギかけ運動推進中！ 交通死亡事故多発！

◎シートベルト・チャイルドシート・ヘル

メットなどの確実な着用

◎早めのライト点灯

◎反射材などの効果的な利用


